
日本福祉リハビリテーション学院 PT同窓会学術局会議 議事録 

 

会期・場所：H25年 2月 27日（水） 19時～ クラーク病院 

会議メンバー：P5木原、P6中添、P8中園、P12 打田、P13山崎、P14荻生 

 

議題１：研修会の反省と研修会の決算 

① 反省点 

・参加人数が少ない。 

（全参加人数：33名〈内訳〉同窓生：14名：同窓会役員 12名：非同窓生 7 名） 

※講師３名、司会者含まず 

・当日機材の不備（PC の準備忘れ）があった。 

・領収書の準備ができておらず、開催後に施設に郵送することがあった。(2 施設) また、懇親会の講師

分の領収証を受け取り忘れた。 

⇒今後は講習会の会費が発生する場合や、講師の懇親会費が発生する場合は領収書を用意する。 

・パソコンでの申し込み方法がわかりにくく、同窓生、非同窓生が混乱した。 

・懇親会の案内(場所・地図がのっているもの)あればよかった。 

⇒今後は作成し、受付けの際に参加者に渡すようにする。 

・広報のメールが届いていない同窓生もいたのではないか？ 

・同窓生と非同窓生の案内を同時に行ってはどうか？(その際には「人数が定員に達した場合は同窓生を

優先とさせていただきます」と記載する) 

・道士会から講習会の案内が届くにはメール登録が必要であるため、案内が届く施設にばらつきがあっ

た。 

・今後は FAXで案内をしたらどうか？書面での案内の方が周知され参加者が増えるのではないか？ 

 

議題 2：来年度研修会計画・予算 

① 開催場所、日時について(予定) 

場所：かでる２・７ 520号室 

日時：平成 25 年 10月 19日(土)、14 時～ 

② 金額 

内容により、会費徴収することとする。 

③ その他 

[検討事項] 

① 研修会・症例検討会の方法と場所 

・研修会：講師数名 ※太田学院長、他１～２名【テーマに合わせて(起業・教育・震災など)】 

・症例検討会：分野問わず３～４症例の発表。 

 ４月⇒同窓会 HP で発表者募集、５月⇒発表者締切、６月⇒発表者選出できていない場合、同窓生に

直接連絡取り発表者決定、症例によってコメンテーター選出 

 



② テーマ： 

【研修会】今後の PTの未来、展望 

【症例検討会】分野問わず３～４名 

③ ①～②によって日時を再設定 

太田学院長の日程確認後日程再検討。 

 

④ 今後の役割分担 

中添先生：予算について 

中園先生：研修会会場について 

打田：症例検討会発表者募集の広報作成 

荻生：懇親会について 

 

次回の会議の検討事項 

・テーマの詳細 

※次回の会議までに各自テーマについて考えてくる。 

 

以上、文責打田 


